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特　集 品質確保と安全

はじめに1

　東日本旅客鉄道㈱（以下、JR東日本）は、東京駅
を日本の首都の顔にふさわしい多彩な魅力と先進の機
能をもった駅にすべく、駅周辺地区の都市空間整備を
進めている。そのなかで、東京駅周辺の回遊性の高い
歩行者ネットワークの強化に向けて、図−1に示すように
有楽町方の地下1階レベルにおいて、丸の内と八重洲
エリアを結ぶ南部東西自由通路（延長：約290m、幅 
員：8m）を整備する。本自由通路は、東京都、東海
旅客鉄道㈱とJR東日本で検討が進められ、2029年ご
ろの使用開始を目指して工事が行われている。本工事
では、駅構内の盛土および既存構造物を撤去し、高架
橋の新設および既存高架橋の改築を行うことで、自由
通路の空間を創出する。また、JR東日本では、自由通
路の整備に併せて、高架橋の改築範囲を広げて駅改
良工事を行い、自由通路周辺に店舗などを新設し、賑
わい創出を図る。
　一方で、掘削に伴い発生する膨大な土砂の撤去にお
いては、駅外に搬出するルートが限定されており、工事
工程上の大きな制約となっていた。そこで、本工事では

新たに土砂搬出用のトンネルを泥濃式推進工法により構
築することとしたが、東京駅という制約の多い施工環境
において、営業線直下を掘進することから、様 な々課題
に直面した。本稿では、土砂搬出トンネルの構築におい
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図−1　東京駅南部自由通路概要

002_009_解説池本氏_2505.indd   2 25/04/28   14:56



3月刊推進技術  Vol. 39  No. 5  2025

て、営業線の安全を最優先に確保しつつ、課題解決に
向けた取組み内容について報告する。

土砂搬出トンネルの概要2

　自由通路の整備工事では、高架橋構築のために
19,200m3 程度の土砂を駅外へ搬出する必要がある。
東京駅の内外には様 な々構造物が存在するため、外部
へ搬出するルートが限定されており、大型のダンプトラッ
クの使用は困難であった。そこで、土砂搬出ルートとして、
図−2、写真−1に示すように丸の内駅舎脇の狭隘な 
ヤードに設置した発進立坑から、京浜東北線北行、山
手線内回り・外回りの3線の営業線直下を横断して、最
小曲線半径R＝95mにて乗降場下の到達立坑へと至る
延長92.3mのルートを計画した。トンネル内径は3,000mm、
トンネルの深さはレンガアーチ高架橋の松杭先端から1m
の離隔を確保して、土被り15mの位置とした。表−1に
トンネルおよび掘進機の諸元を示す。推進管には、大
口径の鋼・コンクリート合成管（2種）を使用し、曲線
半径95mであるため目地開口長の検討から推進管長を
1.2m（半管）とした。トンネルの施工方法は、掘削対

項目 諸元
推進延長 92.3m

最小曲線半径 95m
勾配 0%
土被り 15m

推進管内径 3,000mm
推進管外径 3,500mm
掘進機外径 3,520mm
掘削外径 3,570mm

表−1　トンネルおよび掘進機の諸元

図−2　土砂搬出トンネルのルート

写真−1　発進立坑側ヤードの状況
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